
第２号様式

平成27年度　ふるさと創生基金事業

1 第３回与板町内看板めぐり事業

[目　　的]

[内　　容]

・

・

・ アンケートの実施。参加賞の配布。

・ 交流会（昼食会）

コース検討会議

コースの確認

参加者募集

実施

事　　業　　計　　画　　書

１０月

９月

８月

７月

与板ガイド会から町名の由来や地域資源の説明をしてもらい

ながら町内看板をめぐる。

事 業 名

事 業 目 的 ・ 内 容 過去２年間で、回りきれなかった地域を対象に実施するもの。

事 業 効 果

　 地域資源を再認識することにより、郷土愛が育まれ地域への愛

着が深まる。また、そこに住む人が地域の歴史や地名の由来を理

解することで、後世につなげていくことができる。

備 考

　 地域の将来を担う子どもたちが自分の住む地域をもっと知り、

地域に愛着を持ち続けるきっかけづくりを提供し、参加者同士の

交流と郷土愛を育んでもらうことを目的とする。

事業スケジュール

資料№2



第２号様式

平成27年度　ふるさと創生基金事業

2 「お船らーめん」知名度アップ事業

[目　　的]

[内　　容]

・ 各種イベントでの提供

・ わくわくスタンプラリーの実施

・ 「お船らーめん」関連グッズの作成

知名度アップ検討会議

スタンプラリー景品（関連グッズ）の作成

のぼり旗の補充

検証会議の開催１２月

事 業 効 果

事業スケジュール

備 考

事 業 目 的 ・ 内 容

事　　業　　計　　画　　書

６月

５月

１１月

事 業 名

　 食の開発ができたことにより、イベントでの提供が可能になりイ

ベントの盛り上げにつなげられる。

　 また、ゆるキャラ「よいたん」とコラボして与板地域の魅力を外

部へ発信することで、双方を同時にPRでき相乗効果が見込まれ

地域振興が図られることに期待できる。

　 与板地域のご当地グルメが、「お船らーめん」に決定し、地域

内の飲食店で提供が開始されたことに伴い、「食」をツールに与

板地域の活性化を図るともに、各種イベント等に参加し与板の

PRに努め地域振興につなげることを目的とする。



第２号様式

平成27年度　ふるさと創生基金事業

3 甲冑プロジェクト事業

[目　　的]

[内　　容]

・

・ 参加者を公募で募り、甲冑キットを責任もって作成してもらう。

・ 市内の学生とコラボ製作

5月 プロジェクト開講式

6月～9月 甲冑の作成

10月 天地人行列への参加
事業スケジュール

事　　業　　計　　画　　書

　 天地人行列は、地域振興の側面から重要なイベントであり、そ

の重要性を再認識してもうため、地域住民と市内の学生が連携

して、甲冑作りに取り組み天地人行列に参加してもらい、イベント

の盛り上げに繋げることを目的とする。

備 考

事 業 名

事 業 目 的 ・ 内 容

事 業 効 果

昨年度作成した手づくり甲冑を増やして、天地人行列に参加する。

 　地域住民と市内の学生がコラボして甲冑製作にあたることで、

安定した参加者の確保ができ天地人行列を盛り上げることがで

きる。

　 また、学生とのコラボを話題性に繋げることでイベントそのもの

と地域の知名度アップにつなげられるほか、「まちの駅」や「楽山

苑」を中心とした天地人通りのにぎわいづくりに期待できる。



第２号様式

平成27年度　ふるさと創生基金事業

4 河川公園桜ライトアップ事業

[目　　的]

[内　　容]

・ 照明器具による桜のライトアップ

・ 桜ライブ、模擬店の開催

・ 終了後の清掃活動

ライトアップ検討会議

機材設置

イベント交流広場会場づくり

点灯式

桜ライブの開催

清掃活動

　 河川緑地たちばな公園の桜を4月の開花時期に合わせてライ

トアップすることで、他地域からの来訪者から公園の魅力を再認

識してもらうことができる。また、訪れていただくことで交流人口の

拡大につなげ地域の活性化を図ることを目的とする。

4月18日

4月20日

事 業 効 果

4月11日

備 考

4月6日

4月8日

事　　業　　計　　画　　書

事 業 名

事 業 目 的 ・ 内 容

　 与板地域の観光名所である河川緑地たちばな公園に新たな

視点から観光資源を作ることができ、他地域から与板の魅力をあ

らためて感じてもらい、口コミでのリピーターの増と、この事業を

きっかけに５月の楽山苑ライトアップの集客増につながることが

期待できる。

4月7日

事業スケジュール


